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4.2 マクロベントス 

マクロベントス調査の結果を表－4.1、図－4.2および資料編に示します。 

調査全体で、6門 8綱 41種類の生物が確認されました。分類群別にみると、ゴカ

イの仲間や二枚貝の仲間などが多く確認されました。確認された生物はいずれも汽

水性や海産性の種類であり、干潟や浅場の底泥中や底泥上に生息するものが多くみ

られました。 

地点別の確認種類数は 1～13種類の範囲であり、地点により生息している生物の

種類数にやや違いがみられました。全体的には、地盤高の高い堤防寄りの地点で種

類数が少なく、特に環形動物門の種類数が少ない傾向がみられました。 

地点別の個体数は 10～2,837個体/㎡の範囲であり、地点により生息している生物

の個体数にやや違いがみられました。全体的には、地盤高の高い堤防寄りの地点で

個体数が少ない傾向がみられました。地点別の優占種は、全体的にはゴカイの優占

する地点が多く、地盤高の低い沖側の地点などではヘテロマストゥス属やホトトギ

スガイなどの優占する地点もみられました。 

地点別の湿重量は 0.53～405.06g/㎡の範囲であり、地点により生息している生物の

湿重量にやや違いがみられました。全体的には、大型の二枚貝であるヤマトシジミ、

ホトトギスガイ、アサリなどの個体数が多い地点では全体の湿重量が多くなる傾向

がみられました。地点別の優占種は、全体的にはヤマトシジミやゴカイなどの優占

する地点が多く、その他にホトトギスガイやアサリなどの優占する地点もみられま

した。 

全体的には、多様な種類の生物が数多く生息しており、多摩川河口干潟のマクロ

ベントスの生息状況は比較的良好であるものと考えられました。 
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表－4.1   マクロベントス確認種一覧 

 
調査方法：ﾊﾝﾄﾞｽｺｯﾌﾟまたは採泥器による採泥

1 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ACTINIARIA ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目
2 紐形動物 NEMERTINEA 紐形動物門
3 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾆﾅ ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ Assiminea sp. ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ属
4 ﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ Stenothyra edogawaensis ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ
5 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ Falsicingula elegans ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ
6 ﾊﾞｲ ﾑｼﾛｶﾞｲ Hinia festiva ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ
7 ﾆﾏｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ
8 Mytilus galloprovincialis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ
9 ﾊﾏｸﾞﾘ ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ LASAEIDAE ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ科
10 ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra quadrangularis ｼｵﾌｷｶﾞｲ
11 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma sp. ｼﾗﾄﾘｶﾞｲ属
12 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ
13 ﾏﾃｶﾞｲ Solen sp. ﾏﾃｶﾞｲ属
14 ｼｼﾞﾐ Corbicula japonica ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ
15 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Cyclina sinensis ｵｷｼｼﾞﾐ
16 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ
17 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ｵｷﾅｶﾞｲ Laternula marilina ｿﾄｵﾘｶﾞｲ
18 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｶｷﾞｺﾞｶｲ Cabira pilargiformis japonica ﾆﾎﾝｶｷﾞｺﾞｶｲ
19 Sigambra tentaculata ｼｶﾞﾝﾌﾞﾗ ﾃﾝﾀｷｭﾗｰﾀ
20 Sigambra sp. ｶｷﾞｺﾞｶｲ属
21 ｺﾞｶｲ Neanthes japonica ｺﾞｶｲ
22 Neanthes succinea ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ
23 ﾁﾛﾘ Glycera chirori ﾁﾛﾘ
24 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Prionospio japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ
25 Pseudopolydora sp. ｼｭｰﾄﾞﾎﾟﾘﾄﾞﾗ属
26 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Tharyx sp. ﾀﾘｯｸｽ属
27 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella sp. ｶﾋﾟﾃﾗ属
28 Heteromastus sp. ﾍﾃﾛﾏｽﾄｩｽ属
29 Notomastus sp. ﾉﾄﾏｽﾄｩｽ属
30 節足動物 甲殻 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ ANTHURIDAE ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科
31 ﾖｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Grandidierella sp. ﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ属
32 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属
33 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Melita sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属
34 ｴﾋﾞ ｸﾙﾏｴﾋﾞ PENAEIDAE ｸﾙﾏｴﾋﾞ科
35 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangon sp. ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属
36 ｽﾅｶﾞﾆ Ilyoplax pusilla ﾁｺﾞｶﾞﾆ
37 Macrophthalmus japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ
38 昆虫 ﾊｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ DOLICHOPODIDAE ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科
39 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ Acentrogobius flaumii ｽｼﾞﾊｾﾞ
40 Eutaeniichthys gilli ﾋﾓﾊｾﾞ
41 GOBIIDAE ﾊｾﾞ科

種
No. 門 綱 目 科

学名 和名



図－4.2(1)　　　マクロベントス調査結果（種類数）
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図－4.2(2)　　　マクロベントス調査結果（個体数）
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図－4.2(3)　　　マクロベントス調査結果（湿重量）
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